
　（別紙４） ［認知症対応型共同生活介護用］

作成日 平成 19年 5月 10日　
【評価実施概要】 【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】

事業所番号

事業所名

（電　話）

評価機関名

【重点項目への取組状況】

【情報提供票より】（19年3月14日事業所記入）

1 ユニット 人

9 人

（２）建物概要

2 階建ての 1 階　～ 階部分

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

家賃（平均月額） 円 円

敷　　　　金

食材料費 朝食 円 昼食 円

夕食 円 おやつ 円

（４）利用者の概要（　3月　14日現在　）

利用者人数 9 名 男性 3 名 女性 6 名

要介護１ 名 名

要介護３ 名 名

要介護５ 名 名

年齢 平均 76 歳 最低 65 歳 最高 92 歳

（５）協力医療機関

これまで運営推進会議の開催に向け努力をしてきました。しかし、開設後間もないうえ利
用者が増えてきたのも最近であること、地域の理解も漸く得られるようになり、町内会長か
ら出席しても良いとの回答があったのもつい最近のことであること、それに加えて、多忙
な区役所の職員の出席を仰ぐために働きかけを行うにしても十分時間がなかったこと、な
どの理由により、現在のところ開催には至っていません。

今回が施設開設以来最初の評価にあたるため、本項目は該当しません。

比較的新興住宅地の中に位置し、地域の住民がお互いにあまり干渉し合わず孤立して
暮らす傾向にあること、施設開設以来間もなく、地域との交わりを深める時間の余裕もな
かったことなどから、地域活動への参加等の交流は進んでいません。フラメンコダンス・フ
ラメンコギター・マジックショー等のボランティアの受け入れは、スムーズに行われるように
なっています。

要介護２

要介護４

要支援２

　有りの場合
　償却の有無

または１日当たり　　　　　　　　　　　　　　円

550

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

常勤     5人,  非常勤     4人,  常勤換算   5.3人

重
点
項
目
① 施設を始めてからまだ1年余、今回初めて外部評価を受けることとなり、経営者・ホーム

長・管理者共同で自己評価の作業を実施しました。その過程で、これまで必要とは考え
てもいなかった点がかなりあることに気づき、今後順次整備して行く予定とのことです。し
たがって、まだ一般職員をも巻き込んだ取り組みには至っていません。

重
点
項
目
②

無

グループホーム　ききょう苑

千葉市緑区あすみが丘８－６－１

　　　無

9

約 15,000

043-205-2525

 　　　          　　　木造              　　　　造り 　

その他の経費（月額）

180

協力医療機関名 千葉南病院、中野外科クリニック、あらい整形外科、かつらやま歯科

3

3

2

0

1

0

保証金の有無
(入居一時金含む)

58,000

420

600

 有（　300,000円）

（１）組織概要

法人名

前回評価での主な改善課題とその後の取組、改善状況（関連項目：外部4）

建物構造

ユニット数

職員数

特定非営利活動法人　日本高齢者介護協会

　　　　東京都文京区本駒込３－１５－１０

有限会社　桔梗グループ

開設年月日

所在地

郊外の住宅地の一画にあって、広い庭のある200坪弱の敷地に1フロアー9個室を備
えた2階建ての建物で、周囲にとけ込めるよう特に玄関周りを和風にしつらえてあり
ます。内部の居住空間も広く、新築であるため清潔な感じのする気持ちの良い施設
です。現在は１階で１ユニットだけですが、２階の２ユニット目も開設しつつあります。
経営者の方針で、職員同士が仲良く協力して、福祉ではなく「おもてなしの心」で利
用者に接しており、くつろいだ感じで日常生活を送れるように工夫されています。地
域の人達との交流、地域住民や利用者の求める多機能制への対応は、これから取
り組む段階です。

訪問調査日

1270500810

平成19年4月5日 評価確定日 5月10日

所在地

１．　評 価 結 果 概 要 表

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）

グループホームも施設側にとっては福祉ではなくサービス業との代表者の信念に基づ
き、利用者・家族の意見・不満は何時でも申し出しやすいような雰囲気作りをしていま
す。カラオケ好きの新しい利用者からの申し入れによりカラオケを始めたり、パンを食べ
たいとの希望によりパン食も導入しています。その他にも、庭にベンチをおいて欲しいと
の要望があり、暖かくなってきたので近々実現の予定とのことです。

重
点
項
目
③

重
点
項
目
④

平成　　　18年　　　1月　　　1日

利用定員数計



外
部
評
価

自
己
評
価

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○地域密着型サービスとしての理念

　地域の中でその人らしく暮らし続ける
ことを支えていくサービスとして、事業
所独自の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

　管理者と職員は、理念を共有し、理念
の実践に向けて日々取り組んでいる

○地域とのつきあい

　事業所は孤立することなく地域の一員
として、自治会、老人会、行事等、地域
活動に参加し、地元の人々と交流するこ
とに努めている

○評価の意義の理解と活用

　運営者、管理者、職員は、自己評価及
び外部評価を実施する意義を理解し、評
価を活かして具体的な改善に取り組んで
いる

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

1

福祉ではなく「おもてなし」との経営者の考えの下、喜
怒哀楽のある生活・人としての暮らしを可能とするた
め、真心と家族としての温もりのある介護サービスを行
うとの独自の理念を掲げています。しかし、地域との交
流の視点からの理念は未だ加えられていません。

○

2

２．地域との支えあい

今回の外部評価の指摘内容はもちろんですが、100
項目の自己評価項目で未実施・未整備と感じたこと
は積極的に着実に改善に向けて努力することが必要
です。

3

施設開設後の努力が実り漸く体制も固まってきたところ
で、地域への行事参加にまでは至っていません。ただ
し、ボランティアとして、フラメンコダンス・フラメンコギ
ター・マジックショー等を受け入れており、地域から全く
孤立しているというわけではありません。

○

74

今回が施設開設後初めての外部評価であり、その準
備としての自己評価を通じて、最低の施設運営条件に
プラスアルファとしてどういうことが求められているかと
いうことを認識することができました。自己評価を踏まえ
た改善はこれから取り組む段階です。

○

現在の理念は日常の業務に直結したもので、日々の
サービスに自然と生かされるようになっており、利用者
アンケートからもその効果が出ていることがわかります。
代表者は毎月の全体会議でも、常に理念の実現に向
かって行動するよう職員に働きかけています。

経営者は、入居者も増えてきたので、今後は地域活
動に積極的に参加していきたいと考えています。地
域との交流は当面の最も大きな課題であり、理念に
掲げると共に、着実に実現していくことが望まれます。

5

３．理念を実践するための制度の理解と活用

施設開設後体制が固まったのは最近のことで、地域
との交流までは至っていない状況です。しかし、代表
者の考えの実現のためにも、地域の一員として地域
密着型サービスの推進が、益々重要になってきま
す。全職員が日々意識しつつ地域と自然に交流して
いくためには、はっきりと理念に掲げる必要がありま
す。

1

2

２．　評 価 結 果 （詳細）

2



外
部
評
価

自
己
評
価

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につい
て報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

　事業所は、市町村担当者と運営推進会
議以外にも行き来する機会をつくり、市
町村とともにサービスの質の向上に取り
組んでいる

○家族等への報告

　事業所での利用者の暮らしぶりや健康
状態、金銭管理、職員の異動等につい
て、家族等に定期的及び個々にあわせた
報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

　家族等が意見、不満、苦情を管理者や
職員ならびに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている

○職員の異動等による影響への配慮

　運営者は、利用者が馴染みの管理者や
職員による支援を受けられるように、異
動や離職を必要最小限に抑える努力を
し、代わる場合は、利用者へのダメージ
を防ぐ配慮をしている

189

当施設の理念である家族としての運営を継続的に可能
にするためには、職員の突然の交代による混乱を避け
る必要があります。代表者はこの点を良く理解してお
り、利用者ごとの担当制を設け、利用者が職員全員に
同様の親近感を持つことができるように工夫していま
す。

余り変化のない利用者の場合連絡の回数が少なくなる
こともありますが、通常は週1回程度健康状態等を家族
に連絡する他、月1回は書面で極めて詳細に状況の連
絡を行っています。また、誕生会等のイベント時には写
真をつけて書面で随時報告しています。

8

利用者からは直接、家族からは来所時に気軽に希望
等を述べられるよう雰囲気作りをしています。利用者か
らの希望で、パン食を導入したり、カラオケの機会を設
けたりしています。希望により庭にベンチを置く計画も
立てています。外部への苦情申し立て制度について
は、契約時に家族によく説明しています。

147

6
区の担当者が多忙なこともあり、特別なことのない限り、
直接行き来するのは難しいということで、現在までは取
り組まれていません。

○
質の高いサービスを実現する為には、自己努力をい
くら重ねても限界があります。いろいろな機会を捉え
て粘り強く行政側の担当者に働きかけていく必要が
あります。

85

これまで運営推進会議の開催に向け努力をしてきまし
たが、開設後間もないうえ、地域の理解も漸く深まり町
内会長から出席しても良いとの回答がつい最近あった
ばかりであること、多忙な区役所の職員の出席を仰ぐた
めに働きかけを行う十分な時間がなかったことなどか
ら、現在の所開催には至っていません。

○

運営推進会議の開催は不可欠です。施設運営の体
制も整ってきましたし、町内会長の賛同も得られてい
るということですから、取り敢えず利用者・家族に地域
の方々を交えた会議を立ち上げ、徐々に区役所の担
当者の参加を働きかけていくというやり方もやむを得
ないかもしれません。

9

15

４．理念を実践するための体制

3
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価
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己
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項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○職員を育てる取り組み

　運営者は、管理者や職員を段階に応じ
て育成するための計画をたて、法人内外
の研修を受ける機会の確保や、働きなが
らトレーニングしていくことを進めてい
る

○同業者との交流を通じた向上

　運営者は、管理者や職員が地域の同業
者と交流する機会を持ち、ネットワーク
づくりや勉強会、相互訪問等の活動を通
じて、サービスの質を向上させていく取
り組みをしている

○馴染みながらのサービス利用

　本人が安心し、納得した上でサービス
を利用するために、サービスをいきなり
開始するのではなく、職員や他の利用
者、場の雰囲気に徐々に馴染めるよう家
族等と相談しながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

　職員は、本人を介護される一方の立場
におかず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽
を共にし、本人から学んだり、支えあう
関係を築いている

2011

経営者は施設の立ち上げにあたり、時間をかけてグ
ループホームの実情を研究してきており、同業者から
貴重な情報を得てきています。また、千葉市グループ
ホーム協議会に参加し、会員である同業者との意見交
換も可能となっています。ただし、職員同士の相互訪
問等の活動は未だ行っていません。

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

1910

ホーム長や管理者が各種研修会に参加し、その資料
等や別に市から来る情報を職員に回覧したり、医療機
関の協力により緊急処置などの研修を行っています
が、職員の能力に応じた研修計画を立てることまではし
ていません。

○

５．人材の育成と支援

職員の中には他のグループホームでの勤務経験者も
いますが、状況はどんどん変わっています。職員が日
常行っていることに即した研修の機会として他のグ
ループホームとの相互訪問は極めて有用です。職員
に直接体験の機会を与えられることが望まれます。

多忙な中にあって効率的に職員の能力を向上させる
ためには、計画性を持って研修を実施することが大
切です。期間・場所は問いませんが年間研修計画等
を作成し、計画の実行・見直しを繰り返していく必要
があります。

○

2713

これまで、入所後に介護度が軽減され、包丁を使わな
い以外の炊事・清掃のお手伝いが出来るまでに改善さ
れた利用者が2名あります。回復のための努力にお手
伝いできることが何よりの励みになると、職員からも明る
い声が聞かれます。

2612

体験入所の制度を設け、募集パンフレットにも表示して
いますが、現利用者は病院からの緊急入所者で、家族
等が見学して概要調査し、本人とは病院で意向や状態
等調査し、合意ができたら受け入れることとして、緊急
の要請に応じてきました。入所後職員が本人の意向を
探り合わせて対応し、周囲の人とは娯楽の中で馴染め
るよう工夫しています。

4
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価

自
己
評
価

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している

○チームでつくる利用者本位の介護計画

　本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必要
な関係者と話し合い、それぞれの意見や
アイディアを反映した介護計画を作成し
ている

○現状に即した介護計画の見直し

　介護計画の期間に応じて見直しを行う
とともに、見直し以前に対応できない変
化が生じた場合は、本人、家族、必要な
関係者と話し合い、現状に即した新たな
計画を作成している

○事業所の多機能性を活かした支援

　本人や家族の状況、その時々の要望に
応じて、事業所の多機能性を活かした柔
軟な支援をしている

１．一人ひとりの把握

３．多機能性を活かした柔軟な支援

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

14

大半が医療施設からの直接入所で、また、もともと独居
等が5名と家族等の後ろ楯てが希薄な利用者が多いた
め、要望等の把握はほとんど本人から行っています。
常に推察し本人本位で試みるようにし、特に、徘徊をな
くし家庭的なくつろぎ感を保つため、担当者を決めて
対応しています。

3615

チームは、管理者、看護師、ホーム長（管理事務・家族
対応）、介護員、経営者と多様です。特に経営者は、よ
り良いケア施設を目指しており、海外視察の経験や関
係者からの学びから、利用者の家庭復帰ケアに意欲的
です。多彩な介護観察からのアイディアの取り組みに
熱意が感じられます。

33

経営者は、需要状況により、デイサービス、短期入所
サービスを考えているとのことです。住宅密集地等の
ため、地域の様々な需要の把握に努め、身近な自立
支援施設の拠点として活躍することが期待されます。

3917
施設開所後未だ日も浅いこともあり、本事業を軌道に
乗せることに注力する必要が有ったため、多機能制を
活かした支援を行うにまでは至っていません。

○

3716
現時点では、見直しの事例はありません。介護ケース
記録、掛かりつけ医の診察や助言の記録、本人や家族
が納得できる説明資料等は整備されています。

○

本人および家族の状況は刻々と変化しています。介
護計画は定期的に見直す他、その時々の気づきや
意見を最大限反映させながら、実情に即し臨機応変
に計画を変更しいていくことが望まれます。利用者に
よっては、市福祉課職員の出席や協議を得て見直し
を行うことも必要です。

5
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項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○かかりつけ医の受診支援

　本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関
係を築きながら、適切な医療を受けられ
るように支援している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

　重度化した場合や終末期のあり方につ
いて、できるだけ早い段階から本人や家
族等ならびにかかりつけ医等と繰り返し
話し合い、全員で方針を共有している

○プライバシーの確保の徹底

　一人ひとりの誇りやプライバシーを損
ねるような言葉かけや対応、記録等の個
人情報の取り扱いをしていない

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

4318

現在の利用者全員、入所前の病院から月２回訪問医
による往診がある他、家族や本人が希望する医療機関
への通院を支援する協力体制を築いています。また、
当地周辺は医療機関が多いので、これらについても協
力を依頼済みです。

4719

看取りについては、契約書に表示してあらかじめ家族
等と話し合っています。管理者は、「尊厳をもつて施設
で対応したい。ただし、物理的に無理な時は、かかり付
け医の指示に従う」と明確に述べています。

○

これまでこのホームでは終末期を迎えた利用者はい
ませんが、利用者が年齢を重ねるにつれてターミナ
ルケアの必要性が増してきます。専門員の指導を受
けて、今から全員で方針を共有し、万全の体制づくり
を準備していく必要があります。

5020

職員は活き活きとしており、施設の理念「御もてなしの
心」の心得が身に付き丁寧で利用者に対する温かさが
感じられます。個人の関係書類は、事務室のカーテン
奥に収納され部外者からは見えないようにしてありま
す。

（１）一人ひとりの尊重

１．その人らしい暮らしの支援

5221

身体麻痺や失語症（３名）の上に認知症と症状の重い
利用者が多いですが、起床は６時。就寝時間は利用者
の好みのテレビ次第で、その間は、体操、散歩、折紙、
貼り絵、カラオケ等職員が対応します。参加できない人
については、個別に対応しています。

6



外
部
評
価

自
己
評
価

項　　目
取り組みの事実
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取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしながら、利用
者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

○入浴を楽しむことができる支援

　曜日や時間帯を職員の都合で決めてし
まわずに、一人ひとりの希望やタイミン
グに合わせて、入浴を楽しめるように支
援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように、一人ひとりの生活歴や力を活か
した役割、楽しみごと、気晴らしの支援
をしている

○日常的な外出支援

　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひ
とりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援している

○鍵をかけないケアの実践

　運営者及び全ての職員が、居室や日中
玄関に鍵をかけることの弊害を理解して
おり、鍵をかけないケアに取り組んでい
る

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

（４）安心と安全を支える支援

6626

玄関の電子錠は昼間も掛けています。ただし、玄関脇
に事務室があり、ホーム長が管理に当っています。家
族等へは、環境上の（道路事情、自然公園に続く山
林）安全保護の由を説明了承を得ているということで
す。居室には鍵がありません。

○

59

61

経営者は弊害を良く理解しており、慎重に行政とも相
談して現在の施錠方式を最善と考え採用していま
す。しかし、他のグループホームには、徘徊者がいて
も工夫をして施錠していないところが沢山あります。
日中は何とか無施錠で済ませないか他の例をも参考
にして検討を続けることが望まれます。、

25

冬の間は寒さもあり頻繁な外出支援は行われていませ
んでした。これから気候が暖かくなるので、散歩や買い
物、ショッピンセンターへのウインドウショッピング等
個々の希望に添えるような外出支援を計画していま
す。

5723

入浴は毎日午後1時から4時までの間可能です。一人
介助で入浴できる人は毎日、二人の介助が必要な人
は1日おきとなっています。週3回入浴剤を使い色と香り
に変化をつけて入浴が楽しめるようにしています。万一
機械浴が必要になった場合に設備を備え付けるだけ
の十分なスペースもあります。

24

炊事、洗濯物をたたむ手伝作業は利用者の担当を決
めて行っています。　楽しみは、散歩、食べる、歌うこと
で歌詞などは覚えているということです。経営者は、公
民館で行われている盛りだくさんな種類の趣味の教室
への参加も考えています。

5422

調理や食器拭きのお手伝いが出来るまで回復された
人、食べさせてもらう人、と様々です。一部の職員は一
緒に食べ、残りの職員は、温かい食べ物を順次作り提
供しています。その配慮のためか、訪問調査日当日は
食べ残しが有りませんでした。
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取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を身に
つけ、日ごろより地域の人々の協力を得
られるよう働きかけている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一
日を通じて確保できるよう、一人ひとり
の状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）は、利用者
にとって不快な音や光がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れて、居心
地よく過ごせるような工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や
家族と相談しながら、使い慣れたものや
好みのものを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

※ は、重点項目。

※ ＷＡＭＮＥＴに公開する際には、本様式のほか、事業所から提出された自己評価票（様式１）を添付すること。

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

7127

8330

居室内はエアコン・カーテン以外はベッドを始め全て
個人の持ち込みになっています。利用者、家族の好み
のものを持ち込むことができ職員は配置の手伝いをす
るだけです。安全のため職員の付き添いの制限付では
ありますが、居室内での喫煙も可能です。

8129

77

食事の献立は食材業者によっており、業者を変えたり
して良い業者を模索中です。盛り付けの量は同一です
が調理法は症状に合わせています。水分は、お茶の
他に好みの用意があります。入浴後はスポーツドリン
ク、ミルクを用意。これら摂取量はケースに記録管理さ
れています。

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

28

新築の建物で、共用空間はいずれも広くゆったりとして
おり、食事用のテーブルの他ソファ・椅子もあり、思い
思いに寛げるようになっています。居間・食堂・台所が
同じスペース内にあるため生活感もあり、手伝いもしや
すい雰囲気になっています。また広い開口部があり、
庭も広いため花を植えて季節感を出しています。

玄関の他に非常口があり、避難訓練も行っています。
職員が一人になる夜間でも、代表者の一族がすぐ近く
に居住しているため、即座に応援に駆けつける体制も
整っています。上水道用の大きなタンクを備え付け、食
物も多くはないものの利用者が食べられるものを、いざ
というときの為に備えています。
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